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3月 16日  スイス・ゴッタル ト銀行買収に関 して 住友銀行・種口責六
i3副 頭取と バ ンコ・アンプロジアーノ・ホールディング社・スムー/ヽ

代表との間で正式契約書に調ニロ

スイス・ゴンタレド銀行を買収世
住友銀行 ユニバーサル0バンクヘの布石

住友銀行は今年 3月  スイスのユ
ニバーサル・バンキングのひとつ

ゴッタルド銀行を買収した。親会

社イタリア・ アンプロジアーノ銀

行の清算をめぐる国際紛争 そし
て 優良銀行ゴッタルド銀行の売
却一―。ヨーロッパ金融界の波乱

のなかで 住友銀行はいかにして
買収作戦を進めたのか。

コー ヒーハ ウスでの祝杯

長かった一日を終えた住友銀行

国際企画部長の森川敏雄常務ら一

行がホテルに戻ったのは午前零時

を回っていた。
｀
335億円の買物

″

の交渉にメドがつき、 8時間後に

は仮調印が行なわれる昭和59年 2

月27日 午前 1時、ロンドンーー。

ここ数日間、スイスのゴッタル
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ド銀行の買収をめぐって、住友銀

行と、ゴッタル ド銀行の売却を依

頼さオ■ているクレディ ・スイス・

ファースト・ボストン(CSFB)と
の間で、朝から深夜に及ぶ精力的

な交渉が繰り広げられた。それが

ようや く一段落したのである。

長丁場の交渉を乗り切った一行

はシャンパンを抜こうとしたが、

レス トランはすでに開まってい

た。それで、投宿しているホテル

のコーヒーハウスでシャンパンを

交わすことにしたが、ボーイは周

囲の客を配慮して、コルクをポー

ンと天丼に飛ばさず、慎重にナプ

キンでくるんだために、コルク栓

はボコッという音をたてて抜け

た。だが、シャンパンの味は格別

だった。

2月 27日 (日 本時間28日 )、 仮調

印が済んだ後、東京では小松康頭

取が日銀記者クラブで「住友銀行

はスイス第12位のゴッタル ド銀行

の株式5267%を、バンコ‐アンプ

ロジアーノ・ホールディング
イル

クセンブルク)か ら買い取ること

に基本的に合意しました。買収価

格は約 1億 4400万米 rル●邦貨にし

て335億円」と発表した。、日本の認

i

ガノ市はイタリアとの国境に近い

町で、ミラノから100キイ=北
に行ぅ

たところにある。同行はスイスの

銀行ランキングで、自己資本で12

番目、利益では13番 目であるが、

商業銀行業務のほかに、証券業務

を行なう、いわゆるユ`ニ
バーサ

ル・バンキング。スイスでの債券

1984 4 23



引受け市場ではスィス 3大銀行に
次ぐ地位を占める。

住友銀行は今回の買収によリョ・
~ロ ツパでの活動の強化が図れる
とともに、国内外での証券業務拡
大の確実な手がかりをつかんだ。“

｀
アンプロジアーノの霧

″

スイス・ゴッタルド銀行買収の
発端は、ちょぅど1年前の選ェュ_

す
ユローダー銀行のゼネラル・ディ
レクター、ェリック・〃ッサー博
・が夕食をしてぃたとき、「住友は
スイスの銀行に関`ふがないか」と
持ちかけられたのが最初である。
当時、ョーロッパの金融界をゆ
るがす一大事件が起き、スィスと
イタリアの金融当局が対立する国
際問題にさぇなってぃた。ことの
起りは、昭和57年 8月 イタリア最
大の民間銀行で、バチヵン法王庁
の金庫番ともいゎれていたァンプ
ロジアーノ銀行が、14億″ルといわ
れる巨額の不正海外融資が発覚
し、解散に追い込まれたことだ。
しかし、イタリア政府は「ィタ
リア国内の銀行については救済す
るが、海外にあるアンプロシァ_
 ́ 行の子会社などについては面
倒をみない」とぃぅ態度をとった。
アンプロジァ_ノ 銀行の海外業務
は主にルクセンブルクの子会社バ
ンコ・ァンプロシァ_ク .ホ _ル
ディング (BAH)を 通して行な
われてぉり、ィタリア政府がBA
Hを 救済の対象からはず したた
め、ョーロッパを中′じ、とする銀行
は相次いでBAHに 対し、デフォ
ル ト宣言を行なった。「スィスの銀
行に関′し、がないか」とぃう打診は、
BAHの 子会社スイスのゴッタル
ド銀行のことを指してぃた。
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昨年の 4月 といぇば、日本の銀
行の海外投資戦略が活発になり始
めた時期だ。富士銀行がアメリカ
の商業金融会社の大手W・ E・ ヘ

ラー社を約100o億円で買収すると
発表 したのが 3月 14日 であった。
また、三菱銀行も57年 7月 に

｀
身

売 り話
″
が持ち込 まれた米バン

ク オ゙ブ・カリフォルニアの買収
を、58年早々から真貪1に検討し始
めていた。

住友銀行に具体的な動きがみら
れたのは 5月 に入ってからのこと
だoス イスにある全額出資の現地
法人、住友インターナショナル・

ファイナンスの株主総会に出席す
るため渡欧した樋口廣太郎副頭取
(国際総本部担当)と 岡部取締役
は、スイスの銀行事情、ゴッタル
ド銀行について調査を開始した。

卜を出したのも当然だ。その後、ル
クセンブルク当局は、BAHを 管
理下に置き、ィギリスの世界的 な
会計事務所トゥーシュ。ロスを管
財人に指名、

｀
「う
.ご

ィ
=J鮮
は々―

同社?ィレイン:ス
´
ムーハ会計士

軸 のユ締役と
｀
して送り込み

コンフィデ ンシャル・レター

|::;;,][[[]iξi::し
,

ントに、ューロ市場で最有力のマ

=チャン、卜、1、二 ンヾクのクレディ・
ス     ITス トン (c
SFB)4担 定これた。
ゴッタル ドの件について、一切

を任,|で ,ュ摯二違羨銀行

県慧.静島J路勇.難夢:釘
タル ド銀行についてかなりのとこ

|ろ
が明らかになる。 ところが、 住
友銀行はすぐに買収交渉にはいら
なかった。コンフィデンシャル・

レターは世界の有力な銀行十数行
に送られたものとみられている。
もちろん、どの銀行に送られたか
はヤプのなかで、内容については
一切外部にもらしてはぃけないこ

とになっている。

住友銀行が動かなかったのは、
とりもなおさず

｀
ァンプロジァ_

ノの霧
夕
がぃまだに晴Jtないから

であった。ゴッタル ド銀行そのも
のは経営内容もよ〈、ためらうこ
とはないのだが、ィタリアのアン
プロジアーノ銀行との関係がどぅ
なるか、また、アンプロシァ_ノ
銀行整理の過程で、意外な不良債
券が発生するのではなど、ぃくっ
もの霧がかかってぃた。ただ、こ
の段階では買収を狙う他の銀行も
動かないだろう、また交渉を始め
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内ξ『II「i:黄考露景野雰
寡≦彗I尋鼻曇lifチ貪紺[li
が、_アンプロ́ジァ.=ノ事件が今後 3

どう暴開すぅ夕:ゎからないので、
ない」

と報告した。そして、住友銀行と
しては、 ゴッタルド銀行をさらに
研究し、事態を注視していこぅ、
という結論を下す。

アンプロジァ_ノ 銀行倒産に伴
う戦後処理がどう展開するか、58

年夏になってもいっこぅに見当が
つきかねる状態であった。住友銀
行の内部では ｀アンプロジアーノ
の霧
″
と称して、事件の行方を注

意深く見守っていた。

そんな折、正確にいぇば、昨58

年の 7月 、「住友銀行がスイスのゴ

ッタル ド銀行と交渉をしている」
という外電が流れた。強ぃ関心を
持っていたが、実際に交渉はして
いない。住友銀行が「そうした事

実はない」と直ちに否定のコメン

めていく6



■住友銀行の海外拠点

住
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トメント

1 1957年  ルガノ市に設立 従業員数 520人
F・ ガル ツ ォーニ会 長  F・ ボル ジア ーニ頭 取

―・ 自己資本 387百 万スイス・フラン (ス イスの銀行で 12位 )       |
総 資 産 37億 スイス フラン (ス イスの銀行で23位 )       .
I 商業銀行業務と投資 イ国人銀行業務を併せ もつユニバーサル・バン千ング:

難憲織 Fヤ
ス)予 「

ヽ
セキュリティニズ(10°/) 住友ファイナ

オニバーシ■
(バナマ):」 |

一方、レシプロ問題に確信が持

てた58年 12月 から59年 1月 にかけ

て、アンプロジアー /の霧も次第

に晴れてきた。債権債務の関係が

はっきりし、分配率を60%に する

とか70%に するとか、具体的な数

字が出始め、バチカン市国からも

拠出金が出るといった具合で、煮

詰まった感触が得られてきた。

まさに、機は熱してきた。

すでに、住友銀行の海外戦略に

とって、ゴッタル ド銀行の重要性

は十三分に論議されていた。これ

からの最大のライバルは海外の大

手銀行だ。そのためにも、商品サ

ービスの多様化、フィ

「

(手数料 )

ビジネスの拡充を進め、力をつけ

ていかなければならない。 ゴッタ
ル ド銀行の買収は、単に、 ヨーロ

ッパにユニバーサル・バンキング

の拠点を持つことだけではなく、

そのノウハウをモノにするチャン

スとなるわけだ。

年が明けた 1月 22日 夜、国際企

画部長・森川常務が、スイスに飛

んだ。ゴッタルド銀行やアンプロ

ゴッタル ド銀行 (52.67%)(ス イス)

住友オ■ストラリア開発(10%)   プラジル住友
(オ三多千ラリア

・シドニー)   ,(プラジルサ

てもまとまらないだろう、 という
ヨミが住友銀行にはあった。

買収 にふたつの関門

一方、スイス・ゴ・ンタルド銀イ予

買収については、ふたつの大きな

問題も引っかかっていた。そのひ

とつが、日本とスイスとの金融で

f嗜輌磁麟罐顧暉藍≧メ イスの銀
行で日本に進出しているのはスイ

ス 3大銀行で、日本からは富士銀

行、東京銀行、第一勧業銀行が進

出しており、数のうえで、 3対 3

:こ なっていた。

さらに日本興業銀行が100%出

資の現地法人を新設したい意向だ

ったが、数のバランスが崩れると

いう理由で、興銀の現地法人の認

可がベンディングになっていた。

しかし、「スイス金融当局は興撮

のスイス法人を認めるらしい」と

いう極秘情報が、年の瀬も押し迫

った58年 12月 末、住友銀行の海タト
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賃難綱から[ま いり、日本国内でも

確認の作業が行なわれた。興銀の

スイス法人設立にゴー・サインが

出されたのは59年 1月 下旬であっ

たから、住友は lヵ 月も前に動き

を察知していたことになる。こう

した情報収集および分析力は、買

収劇などでは欠くことのできない

ものだ。

二_ もうひとつの問題 というのは、

日本の金融当局の問題だ。銀行の

海外現地法人による証券業務を規

憲lし 、日本企業のタト債引受け業務

で証券会社を優位に置くという、

しヽわゆる・3局合意上が大蔵省の
銀行局、証券局、国際金融局の間

で日召和51年 に決めらftて いる。

ゴッタルド銀行は商業銀行のほ

かに、証券業務を行なうので、 3

局合意に反するので |ま、 という意
見が出ることも当然予想されるわ

|す だ。大蔵省との折衝も、興銀の

スイス現地法人が認可誉れた59年

1月 の下旬から始められた。

壕 温

(薔港)
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シアーノ事件のことを最終的に調

査するためだ。そして、国際総本

部担当の樋口副頭取に、アンプロ

シアーノの霧は 8割方解決した、

いよいよライパルが出てきそう

だ、と報告する。

20001ン
`ゎ

嘔E言舌ft

l月 28日 に帰国した森川常務の

あとを違いかけるようにして、ロ

ンドンのCSFBか ら、「 2週間以
内に買収金額を提示してはしい」

とのテレックスが住友銀行にはい

った。これは仮入札のようなもの

だ。世界の 3～ 4行に打診された

ようだ。スイス当局も重大な関心

を寄せており、買収先は、国際レ

ベルの銀行であること、マネジメ

ントがしっかりしていること、 を
条件にしていた。

このときの森川常務の心理状態

は大きく揺れ動く。アンプロジア

ーノの霧がすべて晴れ渡ったわけ

でなく、また金額も大きい。買収

の成否は、銀行全体の戦略に、大

きな影響 も与える。「同じデータを

みても、体調のよいときは今す ぐ

行動を始めるべきだという気にな

り、疲れてくると、結論を先に延

:そ うと弱気になった」と森川常

務は述懐する。

数日間思い悩む日が続いたが、

「やっばり、動かんといかん」と

樋口、森川両氏は決断を下し、 2

月6日 に行なわれた経営会議に具

申。さらに 2月 9日 、13日 の 2度

にわたっての経営会議で買収案は

もまれた。最後の焦点はゴッタル

ド銀行を運営していくための人材

がいるのかであった。目先の利益

を期待する投資ではなく、買収の

目的は、そのノウハウを吸収し、住

友銀行へどぅ生かしていくかだ。

経営会議では、A案、 B案、C
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案と、いくつかの案が討議された。

買収金額はそのなかでも、高いほ

うの案で決まった。本気で買収す

るのだから、価格面でのつまらぬ

駆引は避けた。ただ、アンプロジア

―ノ銀行倒産にから

1

し、書面でCSFBに 回答した。
1週間もたた年い 2■ 18日 ン£

SFBか ら、真剣[話t官がたい
ので至急ロンドンまで来てほしい

とのテレックスがはいり、森川常

務ら住友銀行の交渉メンパーは翌

19日 にロン ドンに赴いた。

イギリス人、スイス人のふたり

の弁護士をましえて、交渉の打合

わせにはいり、 2月 20日 から、 C
SFBの オフィスで、BAHの ス
ムーハ取締役およびCSFB関 係
者との交渉が開始された。その結

果、冒頭に記したように、コーヒ

ーハウスでのシャンパンとなるの

である。           ,
一日中交渉を続け、深夜は深夜

1

で弁護士と翌日の打合わせを行な

ったり、東京にいる樋口副頭取に

連絡を取り合っていた。樋口副頭

取はどんな時間でもいいから、何

かあれば電話をするようにと指示

していた。このため、東京一ロン

ドンの国際電話はたちまち2000rレ

およそ60数万円に達 した。部屋代

よりも高い電話代に目を九〈した

ホテル慣1は、 3日 ごとに精算して

ほしいといったという。

ベ ス ト・ メ ンバ ー を招集

ロン ドンでの交渉を終えたのち

一時帰国した森川常務は 3月 11日

に再びロンドンに戻 り、正式契約

のための交渉にはいった。

交渉は英語を使って行なわれた

が、英語の間違いや勘違いがあっ

たときは、同席していたパリ駐在

員事務所の飛松集一事務所長に右

のソデを引っ張るようにいい、森

川常務の左の席にすわった弁護士

には交渉で気弱になったら、テー

プルの下で足をけるように事前に

打ち合わせてあった。

森川常務の足がけられたのはた

だ一度だけ、交渉が大詰めを迎え

たときである。すでに、その日も

長時間の交渉であった。そして、

条件面を通すため、金額面で若千

ゆする姿勢を示したときだ。全体

の 1億 4400万 ″ルからみれば金額的

な影響も少ないので、手を打とう

と妥協しかけためだが、弁護士の

放ったキックは飛び上がらんばか

りの強烈なものであった。

折れる必要のないところでは絶

対妥協すべきではないという弁護

士の主張はもっともなことである

が、「海外の弁護士のタフなことに

は驚かされた」と森川常務は振 り

返る。買収交渉がまとまり、樋口副

頭取がロンドンで契約に調印した

のは3月 16日 午前零時半である。

ゴッタル ド銀行の買収に乗 り出

そうとした邦銀の関係者は「住友

さんはいい買物をされましたよ。

ウチは出遅れた感じです。それに

ゴッタルド銀行がイタリア系なの

で、日本の銀行の傘下になると、

債券引受け者の離反が起きるので

はという不安 もありました」 と、

ゴッタル ド銀行への未練を残しな

がら、こう語ったものである。

住友銀行はゴ .ン タル ド銀行運営

のために世界中からベス トメンバ

ーを選び、 6人の専任スタッフか

らなるタスク・フォースを 3月 29

日に発足させた。彼らは一時東京

に招集され、概況説明を受けたの

ち、買収資金の調達、銀行の引渡

し、スイス銀行法の研究など、そ

れぞれの使命を帯びて任地に飛び

立った一一。
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